
  

 

過ごせました。これもメンバー一人一人のご協力の
おかげです。１年間ありがとうございました。 
 
■会員増強維持担当理事  新藤 栄介 
昨年 7 月に会員数 110 名でスタートし
ました藤嶋年度は、年間の入会者 22
名・退会者 18 名（内会員交代 13 名）、
会員数純増 4 名の 114 名でゴールにな
ります。 石の上にも三年の言葉通り、
次年度も引き続き担当理事として会員
増強維持に努めます。 小林又次郎会長
より 10名の純増を依頼されております
ので、引き続き会員増強にご協力の程
よろしくお願い申し上げます。 
 
■会員増強維持委員会 委員長  岡部 勉 
新藤栄介理事３か年計画の２年目の年
度になりました。詳細は新藤栄介理事
のご報告の通りとなります。１年目２
年目と種まきと情報収集の構築をし
て、次年度鯨井委員長にバトンタッチ
をします。 
次年度純増 10 名をお願いし、報告を
終わります。 
 
■職業奉仕担当理事  山崎 一祥 
他の奉仕部門を重視、また昨年度存分
に行っていましたので、今年度の職業
奉仕は大変軽めなものになりました。
活動内容としては、基本方針に沿って
最低限の役割を果たせたのではないか
と思っております。何はともあれ、任
期を無事に終えることができそうで
す。一年間、ご理解・ご協力の程、ありがとうござ
いました。 
■職業奉仕委員会  
委員長 榎本 貞寿 

 
■国際奉仕担当理事   
吉田 浩士 

■国際奉仕委員会  
委員長 永井 博  

■ロータリー財団委員会 委員長 
 清水 恒信  
■米山記念奨学委員会 委員長 
 円谷 友香 
 
■社会奉仕担当理事  小林 政良 
今年度、社会奉仕部門は社会奉仕委員
会と環境保全委員会の 2 委員会にて活
動させていただきました。両委員会に
対しまして、会員皆様の多大なるご協
力をいただき、大変感謝申し上げる次
第で御座います。本当に有難う御座い
ました。来年度も変わらず社会奉仕事
業にご協力いただければと思っており
ます。引き続き宜しくお願いいたしま
す。 
 
■社会奉仕委員会 委員長 増永 裕樹 
社会奉仕委員会は本年度、特別支援学
校大宮ろう学園への支援を中心に活動
してきました。その柱は２つ。１つは
文化祭「のばら祭」でのバザーへの協
力です。子供たちがお小遣いで購入で
きるような品物を皆様に求めたとこ
ろ、教職員の方々が驚くぐらい多くのお菓子などを
提供することができました。子供たちが大変喜んで

いたとの報告を得ております。２つ目は野球部への
練習道具の提供です。今年度はそれに加えて、メン
バーを募って学生たちと交流試合を組みました。老
体に鞭打ち、意外にも善戦。子供たちも目を輝かせ
てグランドを駆け巡っていました。後に聞いたとこ
ろ、ろう学園では練習試合を組むハードルが高いと
いい、貴重な経験として喜んでいたようです。物品
の提供にとどまらず、楽しむ「時間」を共有できた
ことは我々にとっても大きな成果だ
ったと考えております。１年間のご
協力ありがとうございました。 
  
■環境保全委員会 委員長  
矢部 正博 

環境保全委員会では、担当例会にお
いてテーブルディスカッションを行
いました。会社やご自身の環境対策への取り組み、
今後のロータリー活動においてどんな環境保全活動
が出来るのが話し合っていただきました。テーブル
ディスカッションを通じて、環境問題に対する意識
の向上がはかれました。 
 
■青少年奉仕担当理事  井上 勝美 
 
■青少年奉仕委員会 委員長  
川鍋 洋子 

本年度前半は青少年交換のスポンサ
ークラブに決まっておらず、活動は
ありませんでした。今年に入り受け
入れが決まり俄に活動が活発にな
りました。5 月 27 日のＨＦ経験者
（大宮南 RC 山崎ご夫妻、川口 RC
の増井ご夫妻、留学生ユニさん）
による卓話をいただきました。固
定概念を覆す様な内容で大変参考
になったとのご意見いただきまし
た。それに引き続き６月３日にテ
ーブルディスカッションでは短い時間でしたが、
HF にばかり任せるだけではなく、皆で力を合わせ
て一年間留学生を育てていこうという、心温まるご
意見が寄せられました。新年度はス
ウェーデンからエリックくん預かり
本番ですが、クラブ一丸となってこ
の取り組みがなされますよう期待し
ております。一年間ご協力有り難う
ございました。  
                                                                                                                                 
■インター・ローターアクト委員会 
委員長 新井 清太 

今年度は栄高校の総合探究部がイン
ターアクトに加わってくれたのが一
番の収穫です。 
 
■研修ファシリテーター 染谷 義一 
 
 


